
 

札幌部会（第 22 回） 

日 時：  2020年 7月 11日（土）15:00 - 17：00 

場 所：  Zoomによる Web会議 

参加者： 
13名参加 

 

【内容要旨】  

１． 川瀬雅之氏（北翔養護学校）より、「『投資計画』ゲーム 教材開発の取組み part(1)「非航空系事業（空港施

設への投資）編」と題し、「ゲーミング」を取り入れた「公共」の教材開発の試みに関する企画提案が行われ

た。 

part(1)〜(4)の学習全体の問いは、「道内７空港の一括民営化を襲ったコロナ禍をいかに克服するか？」であ

り、このpart(1)では７つのグループによる投資計画の策定と見直しを行うことを内容としている。このpart(1)で

行うゲームについては、学習者全員を投資家として設定し、それぞれ支持を得た投資計画（主にターミナル

ビル、駐車場等の周辺施設への投資）に、勝敗を判定するため投資金額に見立てたシールをポスターに貼

るというものである。学習者の役割は、①「投資計画（キャッチフレーズ含む）の立案者」、②「空港利用者とし

てのリサーチ回答者」、③「投資計画の評価者」の３つを想定しており、学習過程は、SSHの課題研究のように

「説明→グループ分け→グループ学習→中間評価としてのリサーチ→グループ学習→発表用ポスター作成

→発表→シール貼り→振り返り」の流れで全６時間を想定している。なお今後は、part(2)「７空港各地の地域

産業との連携編」、part(3)「他の運輸・交通機関との連携編」、part(4)「就航航路ネットワーク編」の教材開発

を予定しているとのことであった。 

 

発表後には、「コロナ禍よる危機、コロナ後の状況、民営化による問題のいずれを想定しているのか」、「『ザ・

ビッグハウス』のような動画を使うと良い教材になるのでは」、「生徒の住んでいる地域以外の空港のイメージ

が持てるだろうか」などの意見が出された。航空経済学を専門とする加藤先生からは、「まず道内空港は観光

に依存するリスクや、外航に依存するリスクがあるということを認識させることが必要で、シールを貼る活動によ

って新千歳に投資が集中し、稚内などはどうしても少なくなる傾向が出るはずなので、空港別に行き先を考え

るなどリスクを減らす方法を考えさせたらどうか」という提案があった。 

 

２． 山﨑辰也（北見北斗高校）より、「歴史を通して経済的公正を学ぶ―アイヌ民族の格差問題―《たたき台②》」

と題し、第116回東京部会（5/9）（https://econ-edu.net/wp-content/uploads/2020/05/tokyo116report.pdf）

の修正案を提示した。 

変更点は、①最初と最後に「最後通牒ゲーム」を行うことによって「無知のヴェール」を実感させること、②札幌

大学のアイヌの特別入学枠と優先雇用枠の企業への要請に関する新聞記事をメインクエスチョンとして設定

したこと、③篠原先生によって提供された新聞記事と大学等の調査報告の統計数値を入れたことである。発

表後には、「『最後通牒ゲーム』は合理性をはかるものなので、CEE教材の『無知のヴェール』を認識させる方

法を用いた方が良いのではないか」、「アファーマティブアクションの評価を考えさせるのをゴールにしたらどう

か」などの意見が出された。 

 

https://econ-edu.net/wp-content/uploads/2020/05/tokyo116report.pdf


 

３． 竹内大輔氏（稚内養護学校高等部）より、「特別支援学校で経済教育を進めるために（案）」と題し、定額給付

金（10万円）の給付をきっかけに構想した割引現在価値についての授業案提示が行われた。 

全３時間想定の単元である。第１時「賃金とその使い方」で、稼いだお金と生活するお金、貯めるお金、余暇

のお金の違いを理解させ、第２時「価格」で、財・サービスの価値を理解させ、第３時「割引現在価値」で、現

在の価値と未来の価値を考えさせることをねらいとしている。発表後には、「割引現在価値の意味を特別支援

の生徒に考えさせるのは難しい（大学生でも難しい）」、「銀行に預けたお金がどう増えるのかなどに焦点化さ

せた方が良いのではないか」などの意見が出された。 

 

（まとめ） 

今回札幌部会で初めてWeb会議を行った。時間距離が短縮されるので、札幌から遠方の道内居住者でも参

加しやすく、さらに道外の多くの専門家からも意見を受けられる点で非常に有効性を感じた。 

〔文責：山﨑辰也〕 

    

   チェックボタン 

テスト問題 

（新テストなど） 

中学 ✔高校 ✔指導案 ✔新聞教材（ＮＩＥ） 

 

次回開催予定： ９月27日（日）15：00〜17：00 

          ZoomによるWeb会議 

議題 北海道に即した経済教育教材、経済学の知見を踏まえた授業案の交流など 
 

 


